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論文 身長 と尋 と トワ ズ
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1 ．まえが き

　筆者の ひ と り　（高 田）は 、 前報
D
で 、史上 の

諸例 に基づ き、以 下 の こ とを述 べ た 。

　   ヒ トの 「身長 」 は、広義の 計 量基 準 （モ ジ

　　 ュ
ール 、ゲージ等） と して それ な りの 機能

　　 を果た し て き て い る もの の
、 独 立 の 「単位」

　　 とは認知 されない まま今 日に至 っ た 。

　  反面、 「尋 （ひ ろ）」 は、多 く の 文化圏で 「単

　　位」 と し て 尊重 され て きて い る。

　  その
一

方、　 「尋 」 は 「身長」 にほ ぼ等 しい

　　 と の 近似的経験則 も 、 古来ひ ろ く通念 とさ

　　れ て きた。

　  尋 と身長 とが 、互 い にほ ぼ等 しい とされ な

　　が ら 、 単位 と し て 前者 が尊重 され 後者 が敬

　　遠 され る の は 、前者が 「加 法性 の 量」 と解

　　 され る の に対 し、後者 が 「加 法 の 実行 に困

　　難 が伴 う量」 と解 され るか らで ある、

　  ただ し 、
フ ラ ン ス 計量史上 に知 られ た単位

　　 「トワ ズ 」 は 、シ ャ ル ル マ ー
ニ ュ 帝 の 身長

　　に 由来す る と の 説 もあ り、今後 の 研 究 を要

　　す る。

　こ の 報告 に対 し 、 幸い に も、多 くの 読者か ら

ご所見が寄せ られ た 。 以下、重要な ご所見 に対

す る補説 を高 田が述 べ る 。 加 え て 、上記  に 関

して は 、も うひ とりの 筆者 （小 柳、フ ラ ン ス 文

学専攻）が 史上 の 辞典か ら得 た情報を素材 と し

て 、考察の 拡張 に資する 。

2 ．加法性 とい う用 語

　 上 述  に関連 して 、 前報で は主 と し て 「加 法

性」 の 語 を用 い た の で あ るが 、こ の 術語 に つ い

て 、藏原清人 氏 （工 学院大学、数学史専攻）か

ら所見 が寄せ られ た。すな わ ち 《 「加法性」 の

語 は、数学的に は 明快で あ り、身長 の 議論にお

い て も適用 で き る と考え られ る。 し か し、目下

の 議論で は、計測 の 実技 の 上 で の 「加 法 の 容易

さ」 が 問われ て い る と解 され るの で 、 「加法性」

の 語で はそ の ニ ュ ア ン ス を伝 え得 ない の で はな

い か ？》

　 こ れ は誠に 正 当な ご指摘で あ り、現 に前報 で

も、具体的な議論 の 箇所で は 「身長 は 継 ぎ足 し

困難 な量」 の よ うに述 べ て い た の で ある か ら、

用語 の 使い 分けは明 らか に未熟で あ っ た 。今後

は 「本 質的加 法可能性」 、　「本質的加 法可能量」

お よび 「実技的加 法可能性」 、　「実技的加 法可

能量 」 と の 区別 を設 けて議論の 厳密化 をは か る

こ と とす る。

　 こ の 術語法 に よ っ て前報の 主 張を整理 し直せ

ば、次の とお り ；

　 「身長」 も 「両腕を広 げた 長 さ」 も、量種 と

して は 共通 に 「長 さ」 と解釈 され 、共 に 「本質

的加 法可能量」と解 され る 。 しか しな が ら、 「身

長 」 は 「実技 的加法可能性 」 の 低 い 量で あ り、

それ 故 に 「単位」 として 認 知 され に くく、反 面 、

「尋」 は、　「実技的加法 可能性」 の 高い 量で あ

り、そ れ故に 「単位」 と して 古 くか ら広 く認 知
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されて きた 。

　なお 、藏原 氏 は 同 時に 《ユ ーク リ ッ ド （幾何

学）に は なぜ 単位が な い か 》 との 疑問 も提起 さ

れた。これ もまた 計量 史学の 一重要課題なの で 、

取 りあえずお取 り次 ぎしてお く 。

3 ．身長で 長 さを測 っ た例

　上 の よ うに整理 し直 した意 味にお い て 、身長

は 「実技的加 法可能性」 の 低 い 量 と解 され 、従

っ て 、
一

般論 と して 、 「身長 を単位 とす る長 さ

計測」 の 実行 可能性 も低 い と推論 で きる。 前報

の 主張 の
一

般性 は確保 され る と言 え る。

　し か し なが ら、どん な一般論に も例外は あ る

もの で 、拙論 に対 して も早 速 、 誠 に愉快 な例外

の 報知 が もた らされた 。 発信者は根本和昭氏 （茨

城県 日立第
一

高等学校 、 前報 の 文献 17）参照）、

要 旨は 次の とお り （2000 年 5 月 25 日の 書簡） ；

　　米国ボ ス トン の チ ャ
ール ズ川 に か か るハ ー

　バ ー ド橋 の 長 さを、マ サ チ ュ
ーセ ッ ツ 工 科大

　学 （MIT）学生 Smoot 君が 「自分の 身長」 の 継

　ぎ足 しに よ っ て 測 り、結果 と し て
、

364．4

　 Smoots 十 1Ear を得た。

根本氏 は 、
こ の 話 を、旅行 ガイ ドブ ッ クで知 り 、

実際に そ の 場所 に赴 き、写真 も撮 り 、 更に MIT

博物館展示 の 写 真 （測定の 実況） と解説 も参観

し た 。　「6 年前 の 見 聞なの で 記憶に曖昧 さが伴

うが 、結果 の 表記 は、橋に ペ ン キで書かれ た も

の と、ガ イ ドブ ッ ク に記 された もの と、自分で

撮 っ た 写真 とで 少 々 違 っ て お り、364．4 ＋ 1EAR

とい うの もあ っ た 。
MIT の 学生な ら ［現今 の 正

し い 表記で］

　 　 364．4　smoots 　十　1　ear

と書 い て欲 しか っ た」と述 べ て お られ る 。 また 、

「自分 の 身長の 継 ぎ足 しに よ っ て 」 の 説明 に 添

え て 「身長 （臥位 ？）」と説 明が あ っ た （こ れに

つ い て は前報 2．，7．を参照）。 更に、全体 へ の

前置きの よ うに、　「真面 目な ジ ョ
ー

クですが 」

との 断 りも加 えて あ っ た 。

　確か に こ の 話 は、全体 と して ジ ョ
ー

ク に 属す

る で あろ うが 、い か に もア メ リカ気質的なお お

らか さ、straightforwardness に満 ち た行為 の

実録 と呼ぶ こ と もで きる。類例 を求 め る とすれ

ば、さ しず め中国民族 あた り、欧州 な ら 「ほ ら

吹 き（ミ ュ ン ヒ ハ ウゼ ン ）男爵」 の 世界 が連想 さ

れ る 。 類似の 具体例が あれ ば 、
ご教示 を得た い 。

　さて 、計量 の 世界に戻れ ば、こ の 話 は 「身長

の 継 ぎ足 しに よる長 さ計測」 ひ い て は 「身長 を

単位 とす る長 さ計測」 の 実技的可能性 を証 明 し

た
一

事例 と呼 べ る 。 しか しなが ら、採用 された

単位 （名称 は smoot 、 ま た 端数 を表 わす下位 の

単位の 名称 は ear ）は、文宇通 り個人的 なもの

で あ り、普遍性 に欠 け る 。 また 、 突飛 な行為で

あ っ た か らこ そ話題 に され 、 展 示 の 対象 に もな

っ た 。 総括 して言 えば、歴史研 究 の 素材 と して

一
般性 の 高い も の とは 考え られ な い

。

　 なお 、根本 氏の 書簡 に は切 手が 添 えられ て い

た の で 、
こ こ に拡大採録 し て ご参考に供す る 。

前報 の 図 4 に収録 し た レ オナ ル ド ・ダ ・ヴ ィ ン

チ 「神聖 な比 率」をモ チーフ と した もの で あ る 。

4 ．シ ャ ル ル マ
ーニ ュ 帝の 身長

　話題 は再び 変わ るが、フ ラ ン ス の 旧単位 「ト

ワ ズ （tQise ）」 は 、 新単位 「メ
ー トル 」 の 制定に

際 し新制 と 旧制 との 接点 の 役 を担 っ た重要な 単

位で あ っ た D
。 に もか かわ らず、 トワ ズに っ い

て は、も う
一

つ の 旧単位 「ピエ
・ド・ロ ワ （pied

de　roi ）」 の 6 倍 であ るこ との ほ か、二 種類の 歴

史的 「トワ ズ 」標準器 の こ とが文献
2）
に見 られ る

程度で あ っ て 、真 の 来歴 を 知 る こ と は 難 し か っ

∈1崙 垂自原 NIPiRO疑
　　　　 ’　 　　　　　　　　　　　’

／
　 ＼

・

ぐ
　

〆

図　医療文化 100年記 念切 手 （1979年）
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た （ピエ ・ド・ロ ワ も、一説で は ア ラ ビ ア 起源 と

され る
2｝

が、ロ ー
マ の ブ

ー
トに 由来す る と

一
実

長 の 差は 承知の 上で
一

明記 し た 文献
3）

もあ る）。

　　と こ ろ で 、こ れ も前報 で 紹介 した が 、 トワ ズ

の 起源 は 「帝王 シ ャ ル ル マ ー
ニ ュ （カ ル ル 大帝）

の 身長1 か と の 推測 が、国 際度量衡界の 権威者

の 著書 O
に現 われ た。 こ れ は検討に 値する事柄

なの で、以下、手 の 届 く範囲で 吟味 し て み る 。

　 まず 、 問題の 書物 （メー
トル 制度通 史）4）

の 該

当箇所 （p．11，脚注 6）を全訳す る ：

　　　 フ ラ ン ス 古 制 の トワ ズ すなわ ち パ リの 石

　　 工 （macon ）た ち の トワ ズは 、 恐 らくシ ャ ル

　　 ル マ
ー

ニ ュ 帝の トワ ズ、つ ま り、こ の 帝王

　　 の 身長 で長 さが定 め られ た トワ ズ で あ っ た

　　 か と思 われ る。そ の標 準尺 は 、古い シ ャ ト

　　 レ （Chatelet，と りで） の 中通 に 面 し た建

　　 物 の 柱 に取 り付 け られ て い て 、1714年 ま で

　　 は 見る こ とが で きた。こ の トワ ズ 標準尺 は 、

　　 柱 の 沈 下 の た め損 傷 し変形 した の で 、 1668

　　 年 に改作 されて い た も の で あ る。

　 対応す る本文 に 、以 下 の 記述が ある （トワ ズ ・

ア ユ
・シ ャ ト レ とは、後段 で 詳述す る よ うに 、

シ ャ ル ル マ
ー

ニ ュ 帝 の 時代 よ りず っ と後の 標準

尺 で あ る）

　　　伝 え られ る所 に よれば、 トワ ズ ・デ ュ
・

　　 シ ャ ト レ の 長 さは、フ ラ ン ス 古制の トワ ズ

　　 に比 し 5 リ
ー

ニ ュ （11．3mm）だ け短い が、

　　それ は も と、旧 ル
ー

ブ ル 宮 へ の 入 口 だ っ た

　　 グ ラ ン ・パ ピ ヨ ン の ア ー
ケ
ー

ドす なわ ち内

　　門 の 寸 法に 基づ い て 定め られ た 。 こ の 建物

　　は、設計図に よれ ば 、12 ピ エ の 幅 をもっ て

　　い た はずで ある （こ の ピエ は 、パ リの 建築

　　業者お よび石 工 の ピエ で 、1668年に改作 さ

　　れ た もの ）。 こ の 伝承 とは別 に 、P．　La　Hire

　　が述 べ た所 に よれば 、 トワ ズ ・デ ュ
・シ ャ

　　 ト レ の 長 さは、よ り科学的な 方法で 、っ ま

　　りピエ の 長 さが刻 まれ た古 い 数学器 械 を基

　　に し て 定 め られ た とい う。

　文中 の LaHire は フ ラ ン ス の 理 学者 （Philippe

de　 la　Hire，1640 〜1718）で 、気体熱膨張 の 実験

やパ ス カル の 流体論に もか か わ っ た人物で ある 。

　　こ の 引用 と関連 して、従来の 日本語文献の 記

述 を整 理す る と、同 じ シ ャ ル ル マ
ー

ニ ュ 帝の 事

跡 で あ っ て も質量 基 準器 「ピ ル ・
ド ・シ ャ ル ル

マ
ー

ニ ュ （Pile 　de　Charlemagne）」 につ い て は

詳 し い 記述が あ っ た
2）
反 面、長 さ の 単位 に 関す

る 「トワ ズ ・ド ・シ ャ ル ル マ
ー

ニ ュ （Toise　 de

Charlemagne）」 とい っ た 呼 び方 は絶 えて 見 られ

なか っ た の で ある 。

　 そ こ で 、上 の 引用 と従来の 日本語 文献 と の 「つ

な ぎ」 の た め に、や や細 か い 話 を して おか なけ

れば な らない
。

　 まず引用 末尾 に あ る 「1668 年に改作 され た 」

後 の 標 準尺 だが 、鉄製 の そ れ は 、ほ か で もない 、

か つ て 拙著
「）
で 紹介 し た トワ ズ ・デ ュ

・シ ャ ト

レ で あ っ て 、大 シ ャ トレ （le　Grand　Chatelet）
の 階段 の すそ の 外壁 に取 り付け られ 、市民 の 利

用に供せ られ て い た。 しか し、1802年 つ ま り大

革命 の さ中に 、シ ャ ト レ もろ とも破壊 され て し

ま っ た。それ に 代わ っ て 活躍 した の が 、トワ ズ ・

フ
ー

ユ
・シ ャ トレ の 二 つ の 複製 （コ ピー

）すなわ

ち トワ ズ ・デ ュ
・ペ ル ー と トワ ズ ・デ ュ

・ノ オ

ル と で あっ て 、 と りわ け後者 は 、新単位 「メ
ー

トル 」 制定 の た め の 地球子 午線測量に 役立 つ こ

とになる
5）。

　 つ まり 1668 年以降の こ とは 日本 で もい ちお

う知 られ て き た の で ある けれ ど も、問題 は 、 ト

ワ ズ ・デ ュ
・シ ャ トレ に 先行 する トワ ズ標準尺

の こ とにあ る。上 の 引用 に見 るとお り、古制の

トワ ズ が あ っ て 、それ は パ リの 石 工 （maqon ）た ち

の 標準尺 で あ っ た とい う。

　 っ い でな が ら、石 工 た ちは 欧州各地で 職 能集

団を形成 し、 しば し ば宗教団体 （い わゆ る プ リ

ー
メ イ ソ ン ） と も密接な繋が りをも っ た 。 石 工

た ちが独 自の 標準尺 を保有 し た こ と 自体は 不思

議で ない けれ ども、そ の標 準尺が シ ャ ル ル マ ー

ニ ュ 帝に結び つ け られ て 「トワ ズ ・ド ・シ ャ ル

ル マ
ー

ニ ュ 」 と称せ られ た と い う話 は 、こ れま

で 流布 し て い な か っ た。そ の よ うな状 況 を考え

れ ば 、 　「トワ ズ の 実長 が シ ャ ル ル マ
ー

ニ ュ 帝 の
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身長 で定 め られた と思われ る 」 との 推測は 、証

拠の 提示 を伴 わな い 限 り支持 され に くい で あろ

う。文献
4）の 著者は国際度量衡局 の 要人 で あっ

た か ら、何か の ヒ ン トを得て 推測 を述 べ た もの

と思われ る。詳報の 発表 を期待する次第で あ る 。

5 ．　 「トワズ」 の語義

　こ こ で 着眼 を変え、単語 として の 「トワ ズ 」

の 語義分析を進 め る 。

　も うひ と り の 筆者 （小 柳）は フ ラン ス 文 学を

専攻 し、併せ て 、科学史上 の 重要人物 B．パ ス カ

ル （圧 力 の SI 単位 に名 を留め る学者）の 事跡 の

研 究を続 け 、 計量史 に も関心 を寄せ て きた 。 以

下、高 田 と連携 し て 、　 「トワ ズ 」 の 語義分析 の

結果 を述 べ る。

　まず 、小柳が、17 世紀以降の 由緒ある諸辞典

を探 索 し、該当項 を抽 出 し脈絡を付 け、続 い て

フ ラ ン ス語 を読解 し、必 要に よ り、古典語 （ラ テ

ン 語 、ギ リシ ャ語 ）との 関係づ けを進め る。それ

らの 情報の 現代的な解釈は 、高 田が担当す る。

　利用 し た辞典 は次 の とお りで あ る （太字は こ

こ で の 略称 、4 桁数字は発 行の 西暦年） ：

　　　なお 、16 世紀語辞 典と し て 高名な Huguet ，

　　 Edmond （1863〜 1948）；Pictl
’
onnaire 　de　la

　　 Lallgue　Francaise 　du　Sθizl
’
eme　Si∂cle ， 7

　　 vols ．（1925〜 1967）は 、意外 に も toise を

　　 見出 し語に挙 げて い ない 。

　 （1）　　Richelet ，　　P．（1680？st　 Pゴctionnair θ

　　 FranFois ，
　 contenant ／es ・ijo　ts　 et 　 les

　　 Chosθs． ρlusieurs　 nouvelles 　 Rθmarques

　　 sur 　la　Lallguθ Franqoise．［17 世紀 の 新事

　　 物に注 目 した学芸百科辞典、ジ ュ ネーヴ刊］

　 （2＞　Furetiere ，
　 Antoine（1690 ）　；Dictionaire

　　 UniVerSel ，　COntenant 　generale 　et 　teUS

　 　 les　 Mots　 FranCais，　　tant 　 vleux 　　que

　　 modernes ，　＆　les　Termes　de　toutes 　les

　　 Sciences　 et　 des　 Arts ，3vols ．　 ［作家 フ

　　 ユ ル テ イエ
ー

ル 編 フ ラ ン ス 語 辞典］

　 （3）Acadernie初 （1694） ； Piotionnaire　de

　　 プ加 8 ぬ 伽 θ Francois θ．2vols ．　匚ア カ デ

　ミー・フ ラ ン セ ーズ辞典，初版］

（4）　　　Corneille，　　　Thomas （1694）　　　；　　Lθ

　Dictionnal
’
re 　dθs　Arts　et 　dθ s 　Sciθnces ， 2

　vols ．　 ［劇作家 P，コ ル ネイ ユ の 弟 T．コ ル

　ネイ ユ が編集 した学芸辞典］

（5）　Frangois−Latin ，　（1721）；　Pictionnair θ

　Universel　 FranFois　 et 　 Latin，
5vols ・

　［仏仏 の 説明 に加 えて 対応 ラテ ン 語 を添 え

　た 万有辞典］

（6） Acade皿ie3（1740）　［前出 ア カ デ ミー・フ

　ラ ン セ ーズ辞典，3 版］

（7） Academie4 （1762 ）　［前 出 ア カ デ ミー・フ

　 ラ ン セ ーズ辞典，4 版］

（8）　Larousse ，　Pierre （1866〜 1876）　； Grand

　 Pゴctionnaire 　Universei　du 羅 Si∂cle ／　15

　vols ．　 ［ラル
ー

ス 19世紀万 有大辞典］

（9） Academie7 （1878 ）　 匚前 出ア カデ ミ
ー・フ

　 ラ ン セ
ーズ 辞典，

7 版］

（10）　　　Godefroy ，　　　 Frederic（1892 ）　　　；

　 Pl
’
ctionnair θ 　 dθ 　 i

’
AnCi

’
enne 　 Langue

　 Francaise 　 et　 de　 tous 　 s θs　 Dialectes　 du

　 I）geau　 xrv　Sieclθ
，

10　vols ，　 ［9〜15 世紀

　 フ ラ ン ス　 古語 お よび そ の 方言 の 辞典 ］，

　 （1938 新版 も同内容）

（11）　Littr6，　Emile （1923）；　Dictionnair θ de

　 la　Languθ Francaisθ，4vols ．　匚医師 ・言

　 語学者 リ トレ 編集 、初版は 1863〜72ユ

（12） Academie8 （1935）　［前出 ア カ デ ミ
ー・フ

　 ラ ン セ ーズ辞典，8 版］

（13）　　Darmesteter ，　　Hatzfeld 　　（1964）　　；

　 Dictionnaire　66舶 r ヨ ノ　 de　 la　L∂ ngue

　 Francaise，　 IVffe − rVI・ s 　 fours・ 2v ・ ls・

　 ［17 世 紀〜現代、フ ラ ン ス 語汎用辞典］

（14）　Robert，　Paul （1964 ）　；　Pictionnair θ

　 A／phab6tique 　et　Analogique　de　la　Langue

　 Frangai
’
se ，6vols ．　 ［ロ ベ ー

ル 編、ア ル フ

　 ァ
ベ

ッ ト順お よび 類語 別 に よ る フ ラ ン ス 語

　 辞典］， （1966 版 も同 内容）

（15）　　Quillet，　 Aristide （1974）　；　Nouveau

　 Dicti。nnaire 　Pra　tiσue 　eUi
’
11et，4v ・ ls・
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　　 ［新実用辞典］

　 （16）　　　Girodet
，　　　Jean（1976）；　　　Grand

　　 ”ict ゴonnaire 　 o「θ 1∂ Langtノθ ノTran ρaise
， 3

　　volS ．　 ［語 源 に 詳 しい フ ラ ン ス 語 辞典］

　 （17）　Gr．　Larousse （1978）；　Grand 　Larousse　〔メθ

　　 ノ∂ Langue　Franρais θ en　 sept 　 vo ／um θs，7

　　 volS ，　 ［近年 ひ ろ く用 い られ て きて い る大

　　辞典］

　 （18）　　Rey
，　　Alain （1992）　　；　Pictionnaire

　　 ffistorique　de　la　Languθ　Franρais θ．2vols ．

　　［フ ラ ン ス 語歴史辞典］

　 （19）　Tr6sor （1973 〜 1994＞　；　Tre
’
sor 　de　ノ∂

　　 Languθ Franqaise
，　Pictゴonnair θ　dθ 　！a

　　 Langue　du κ皿 et 群 5ゴ∂01 θ3，16　 vols ，

　　［フ ラ ン ス 語宝典、19〜20 世紀語典］

　以下、各辞典の toise の 項 目 の 記述 を、4 主

題 に分類 し それ ぞれ 年代順 に要約す る 。 た だ し、

面 積の 単位お よ び 体積 の 単位 と して の toise に

か か わ る記述 の 詳細 は略す 。 ま た 、関連す る項

目 （た とえ ば toise ，　 toiser ） を も含 め 、計量

史が らみ の慣 用 句が数多く収録 されて い て誠 に

興味深 い も の が あ るが 、今 は言及 を避 け る こ と

とす る 。

D 語 義 と実体

　（1＞　Richelet （1680）

　　　築城 ・測 量の 尺度、6 ピ エ よ り成る 。

　（2）　Fureti 白re （1690＞

　　　5 ピ エ の 長 さま た は 広 が り。

　（3）Academie 初 （1694）

　　　6 ピ エ の 尺度、トワ ズ尺 で測 られ た もの 。

　（4＞　Corneille （1694）

　　　築城や測地 の た め の 計量基 準 、 6 ピ エ 、

　　ブ ル ゴ ー
ニ ュ 地 方 で は 7，5 ピ エ

。

　（5＞　FranCois−Latin（1721）

　　 6 ピ エ の 長 さ、または広が り 、

　（6）　Acadξmie3 （1740）

　　 長 さ 6 ピ エ の 測定用 の 棒、6 ピ エ の 広 が り。

　（7）　Academie4 （1762＞

　　 6 ピ エ の 尺 度、6 ピ エ の 長 さ 。

（8）　Larousse（1866〜）

　 　 1．949m。

（9）　Academie7（1878）

　　 6 ピエ すなわち 1m949cm［cm は誤 り、正 し

　 くは mm ］の 尺度 。

（10）　Godefroy （1892）

　　広が り、賦課。

（11）　Littre（1923）

　　6 ピ エ の 尺 度、6 ピ エ の 長 さ。 ただ し、フ

　 ラ ン ス に 二 種 の トワ ズ が あ り、
一

方 は大工

　の トワ ズ で 砺 ピ エ 、他方は 石 工 の トワ ズ で

　 6 ピ エ 。

（12＞　Acad6mie8 （1935）

　　古制の 長 さ基準、6 ピ エ 、L949 皿。現今、

　兵士 の 身長を測 るため の 目盛付 き の 柱 。

（13）　Darmesteter（1964）

　　古制の 長 さ基準、6 ピエ 、1．949m
。

（14）　Robert （1964）

　　古制の 長 さ基準、6 ピ エ （ほぼ 2m）、6 ピ

　エ の 長 さ、身長 計 。

（15）　Quillet（1974 ）

　　長 さ基準、6 ピ エ 、1．949m、 ヒ トの 身長

　を測 る計 器．

（16）　Girodet（1976）

　　古制 の 尺度、両腕 を拡 げた長 さに相 当 。

　ほ ぼ 1．95m。 ヒ トの 身長 を測る た め の 、鉛

　直柱に水 平の 可動棒 を付けた道具 。

（17）　Gr．　Larousse（1978）

　　6 ピ エ 相 当の 古 い 長 さ基準 。
パ リ で は

　1．949m
。 1 トワ ズ に 等 し い 長 さ 。

（18）　Rey（1992）

　　6 ピ エ 相 当の 長 さ基準を表 わす語。ヒ ト

　（特 に兵士 ）の 身長 を測 る た め の 、目盛付き

　の 棒 。

（19＞Tresor （1973）

　　長 さ の 単位 、6 ピ エ 即 2m 弱 （パ リ で は

　1，949m）、身長計 。

　以 上 の とお り、（2）Furetiere に い う 「5 ピ エ 」、

（4） Corneille に い う 「ブ ル ゴ ー
ニ ュ 地方で は
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7，5 ピ エ 」 、（11）Littre に い う「大 工 の トワ ズ

は 眺 ピ エ 」お よび （12）Academie8，（14）Robert、

（15）　Quillet、　（16）　Girodet、　（18＞　Rey、　（19）

Tresor に い う 「身長計」 を例外 とみれば、 トワ

ズ の 実体 は ほぼ共通 的に 《6 ピ エ 即 1，949m 相 当

の 長 さ、広 が り、棒、尺度、基準》 と記述 され

て い る 。

　なお 、（11＞Littre に挙げ られて い る次の 2

項 は、特殊な 計量器 具 の 例 として 面白い （後者 は

（17） Gr，　Larousse で も言及 され て い る）。

一指物師用の toise 　 mQuvante ［可 動部付きトワズ 、

　ノギ スの よ うな もの で あろ う］、一園芸師用 の

　toise 　 traqoir ［畦切 り器 、罫 書き器 ］。

　注 ： Toise　 courante ［常用 の トワ ズ］とい う表

　　現 が あるが 、これ は、長 さ の みに着 目 した

　　計量 に適用 され る。他 方、面積 に着 目 し た

　　計量 に は toise 　quarree （carree ）［平方 ト

　　 ワ ズ ］が 、ま た、体積 に 着 目した計 量 に は

　　 toise 　cube また は toise 　 cubique ［立方 ト

　　 ワ ズ ］が適用 され る 。
い くつ か の 辞典で 、1

　　平方 トワ ズ ＝36 平方 ピ エ
、

1 立方 トワ ズ ＝

　　 216 立 方 ピ エ と して い る の は、1 トワ ズ ＝ 6

　　 ピエ と整合する。

　　　 しか しなが ら（2）Furetiere にお い て は、

　　 1 常用 トワズ ＝ 5 ピエ で あ りな が ら 、 平方 ト

　　 ワ ズ ・立 方 トワ ズ で は
一

辺 が 6 ピ エ すなわ

　　ち 1 平方 トワ ズ ＝ 36 平方 ピエ 、1 立方 トワ

　　 ズ ＝＝216 立方 ピ エ とし て い る。

2）語 　源

　各辞典 と も語 源 を か な り詳 し く述 べ て い るが 、

一
部 に誤 りも認 め られ る。定説 を統合すれ ば次

の とお り ；

　 toise は 「拡げた両腕 の 長 さ」 を表 わす ラテ

　ン語 tensa を語 源 とす る。ラテ ン 語で 「拡 げ

　た 両腕 」 brachia　tensa （brachia は 中性名詞

　 「腕」 brachium の複数形 。
　 tensa は tendere

　 「張る
・拡 げ る」 の 過 去分詞 tensus の 中性複

　数形）の tensa が 名詞化 し た も の 。フ ラ ン ス 語

　 には 中性名詞が な い た め、そ の 複数形 は しば

　し ば女性名詞 と誤 認 され た （今回 、参照 し た

　辞書の 中に も、toise は 「過去分詞女性形 が名

　詞 化 した もの 」とい う記述 が 少 な か らず あ っ

　た）。 tensa は 、古い フ ラ ン ス 語で は teise
、

　taise と綴 られ 、の ち に toise とな っ た。 こ

　の 語 形 の 移行は、か つ て は oi が 「ウエ」の 音を

　持 ち、toise も 「トウウェ
ーゼ 」の よ うに発音 さ

　れ て い た こ とか ら理解で き る 。 イ タ リア 語 で

　 は旧単位 とし て tesa が 残 っ た 。

　（2＞Fureti6re 、　（4）Corneille、　（5）Frangois

− Latin お よび （11） Littre の 語源説 明 の 途中

に teisia 、　 taisia （thaisia ）、　 toisia の 語 も見

られ るが 、最近 の 語 源研究に よれば、こ れ ら三

者 は信頼 しが た い そ うであ る。

　 （2）Furetiere に 、 トワ ズ対応の ラ テ ン 語 は

orgyia （両腕 を拡げた長 さ）で 、　 brasse に同 じ

とあ る。

　 （5） Fran¢ ois
− Latin に 、ラテ ン語 orgyia

は ギ リシ ャ 語 o ρ γ v し α 匚オ ル ギ ュ イ ア ］か ら

で あ っ て 、後者は ヘ ロ ド トス で は 6 ピエ とされ

て い た とあ り、更に 、地域に よ っ て は brasse と

同 じだが、しば し ば brasse は 5 ピ エ に相 当し ト

ワズ は 10 （dix） ピエ に相 当す る とある ［こ の

10（dix）は恐 らく誤 りで 、正 し くは 6 （six ）で あ

ろ う］。

　 ち なみ に古川 晴風 『ギ リシ ャ 語辞典』（1989 ，

大学書林）で は 、「o ρ γ v α ［オ ル ギ ュ アユ 長 さ

の 単位、
一

尋 ＝6 π ov ∫［ブース ］、約 1．　8m」、

ro ρ vvt α
＝ o ρ γ v α 」とな っ て い る。

　 （11＞ Littre の 語源欄 に 、ラテ ン 語 系 の 事項

の ほか 、Wallon 語 ［ベ ルギ
ー
南部 の フランス語 ］tenss

が挙 げられ て い る。

　 （13）Darmesteter の 語源欄 の 「ラテ ン 語 tensa

か ら」 の 後 の カ ッ コ 内に 、

　 　 s．−ent ，　brachia ，　proprt ，　les　bras　tendus

とあ る。s．・− ent ，は sous
−
entendu ［言外 の 意味］。

les　bras　tendus は 「拡 げた 両腕」 の 意 。
　brachia

は 、現代イ タ リア語 の braccia（単数 ： braccio）

お よび現 代 フ ラ ン ス 語 の brasses （単数 ；brasse＞

に対 応す る の で 、日本語 の 「尋 」、英語の fathom，
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ドイ ツ語 の Faden，　 Klafter、ひ い て はギ リシ ャ

語 ［上 記］o ρ vv α ， o ρ γ VL α に通 ず る こ と

にな る。

3）来　歴

　 （4＞　Corneille

　　　 「王 の トワ ズ 1 とは 「パ リの トワ ズ 」 に

　　外 な らない
。 と い うの は、王 が作 らせ た建

　　物 で は 、他 の 地 域の トワ ズ な ど全 く無視 し

　　て 、常 に パ リの トワ ズ が 用 い られ た か らで

　　あ る。

　（8＞　Larousse

　　　トワ ズ は 、メ ー
トル 法 採用に 先だ っ て フ

　　ラ ン ス で 用い られ た古制の 長 さ基準で あ る。

　　［地球子 午線測量関連 の 数値を細か く挙げ 、

　 新デー
タ で は 1 トワ ズ ； 1，94904m と して

　　い る 。 ］

　（9）Academie7 お よび （12＞Acad6mie8

　　 toiser の 項に
、 メ

ー
トル 法採 用 以 後 、

　 toiser す なわ ち 「ト ワ ズ で 測 る 」と い う語

　 は古 くな り、今 日で は metrer と い うよ うに

　 な っ た、とある。

　（11）　Littre

　　
ペ ル ー

（また は ア カ デ ミ
ー

）の トワ ズ お よ

　 び ラ ッ プ ラ ン ド（ま た は北 方 ）の トワ ズ の 故

　 事
5）を略説 して い る。前者 は 、ペ ル ー

で の

　 子午線測量 に用 い られ 、の ち測地 の 基本単

　 位 と され 、イ ギ リス 以 外で広 く採用 され た

　 が 、後者は 、ラ ッ プ ラ ン ドで の 子午線測 量

　 に用 い られ た の ち海難 に 遭 い 変質 し た 、と

　 あ る。

（17）　Gr，　Larousse

　　 トワ ズ は 、メ ー
トル 法 成立 以前 に用 い ら

　 れ て い た。

（18） Rey

　　 トワ ズ は 、メ
ー

トル 法採用 （1795年 4 月 7

　 日）に 伴 い 廃止 され た 。

（19）　Tr6sor

　　 トワ ズ は 、メ
ー

トル 法採用以 前 に 有効 だ

　 っ た単 位の
一

つ 。

4）特色 あ る用例

　 （8＞Larousse お よび （16）Girodet の toise

の 項 の 「身長 計」 は、　「徴兵適齢者 、 新兵の 身

長を測 るた めの 身長 計」 の 意 を強調 して お り、

passer 　 des　 conscrits 　 a　 la　 toise とい っ た例

を示 して い る。

　 （9） Academie7、（12） Academie8 お よび （15）

Quillet の toiser の 項 に、toiserun 　soldat ［兵

士 を測る］とい う句 の 意味は 「そ の 身長 を測 る 」

こ とだ と明記 され て い る。

　 （11） Littre お よ び （13） Darmesteter の

toiser の 項 に、　 toiser 　 a　 toise　bout　 avant お

よび toiser 　aux 　us　et 　coutumes の 二 つ の 表現

が併記 され 、建 物 の 凹 凸 を 「無視 し た 計 量 」 お

よび 「無視 しない 計量 」 と説明 されて い る 。 ま

た 、 （4）Corneille の toiser の 項 で も、同 じよ

うな こ とが 古語で記 され 、加 え て 、ア ン リニ 世

の 勅令 （1557＞とい っ た史実が 語 られ て い る 。

　ア ン リ ニ 世 の 勅 令 （1557）の 件 は 、 （5）
Franeois − Latin に も見え る。

　（8）Larousse 、 （15＞Quilletお よび （19）Tresor

（い ずれ も toise の 項） に 、
　 Edit　du　toise つ

ま り トワ ゼ の 勅令（1644、
Mazarin ）とい う話 が述

べ られて い るが 、そ の 内容は 「法定 の 面積限 度

を越えた建物 に対 し、面積 1 トワ ズ あた り 50 ス

ーの罰金 を課する 」とい うもの で あ っ たそ うだ。

　以上 、フ ラ ン ス 学術界で 尊重 され て い る辞典

に つ い て の 我 々 の 探索報告 を要約 し た
。

　結果 を総括すれ ば、 トワ ズ は 、パ リで は 「王

の ト ワ ズ 」 とも呼ばれ て 権威付 けられ 、徴兵制

度や建造物規制 と も か か わ っ て勅令 の 称 呼に さ

え名 を留 めた もの の 、 トワ ズ と シ ャ ル ル マ ーニ

ュ 帝 の 身長 とを 直接 に結 び つ ける記述は 、こ の

探索 の 範囲で は 遂 に見 当 た らなか っ た 。 ただ し、

トワ ズ と身長計 との 結び 付 きを強調す る辞典 が

多 い が、こ れは 、 前報で 論 じた 「身長 ゲージ 」す

なわ ち 「身長 が 、所 定 の 範囲内 に あ る こ との 確認

の た め の 道具 1と解釈す る べ き で あ っ て 、「身長

に準拠 し た 単位」を含意す る もの と言え ない 。
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6 ．ま とめ

　この 度の 誌上討論 と拡張 とを通 じ て 、以下 の

こ とが確認 され た ；

1）量 の 加法性 に つ い て 、本質的な加 法の 可能性

　と実技的な加法の 可能性 とを 区別 す る必要の

　あるこ とが、明 らか に された。 「身長」は 「実

　技的な加法の 可能性」 の 低 い 量で あ っ て 、 そ

　れ 故に 「身長」 は、 「単位」 とし て 認知 され

　るこ とが稀で あ っ た。

2）一方、　「身長」　（た だ し臥位）の 継 ぎ足 し に

　よ っ て橋 の 長 さを計 量 し た例の あ る こ とが知

　 られた 。 　 「身長 を単位 とし て 計量す る こ と の

　可 能性」 は、極 めて 低 い が 、ゼ ロ で は ない の

　で ある。 とは い え、 こ の 話は突飛で あれ ば こ

　 そ話題に され た の で あ っ て 、　 「単位 と して の

　 身長 の 公 共的な 有用 性」 をア ピ
ー

ル す る も の

　 とは言 えない 。

3） フ ラ ン ス の 旧単位 「トワ ズ （toise ）」 は 、メ

　ー トル 法成立 直前 の 、素姓 の よい 単位 と して

　 計量 史上で重視 され る が、来歴が 不詳 で あ っ

　 た か ら、　「シ ャ ル ル マ ーニ ュ 帝 の 身長」 に 由

　 来す るか と の 推測は 、検討 に値す る と思われ

　 た。 こ れ を機 と し て 検 討 し た結果 、推測の 背

　 景は か な り明 らか に な っ た も の の 、証拠は な

　 お不十分 と判定 され た。

4）toise とい う単語 に っ い て 、フ ラ ン ス 学術界

　 で尊重 され て い る各種 の 辞典 （お よそ 20 種）

　 に基 づ く語義、語源 の 研 究 が進 め られ 、それ

　 を通 じ て ト ワ ズ とい う計量基準の 来歴や用例

　 の 追求が なされ た 。 そ の 成 果 と して 、 王 権、

　 徴兵、建 物規制 に か か わる権威 主義的な史実

　 は い くつ か明 ら か に され た も の の 、　「シ ャ ル

　 ル マ ーニ ュ 帝 の 身長 」 に 通ず る故事は 見出だ

　 され なか っ た。

5＞ トワ ズ を現示 す る人 工 の 基準尺 の 類 が手 厚

　 く保 管 され て い た こ とは 、計量 文 化財 の 保 護

　 の 立場か ら高 く評価 で き るが 、それ ら の 基 準

　 尺 が何に 準拠 し て 制 定 され た か とい う面で の

　 伝承 は、グラ ン ・パ ピ ヨ ン の 件 にせ よ La　Hire

　 の 説 にせ よ（上 述 4．）、科学史的に深 い 意味を

　もつ も の とは言えない で あ ろ う。

6）辞典 （13）Darmesteter 所載 の 「トワズ は les

　bras　 tendus すな わ ち拡げた 両腕 」 と い う言

　外 の解釈 は、現代文献 4）に も受け継 がれ てお

　り 、 納得で きる もの で あ る （た だ し フ ラ ン ス 単

　位 brasse も 「拡げた 両腕」に帰す るわ けだが 、

　brasse には 2 種 （大 grand と小 petit ）が あ っ

　て 、それ ぞれ 6 ピエ 、5 ピ エ と され て い るか

　 ら、話 は単純 では ない ）。

7）一方、同 じ現代文 献 4）が、　「トワ ズ は帝の

　身長」 との 推測を提 示 して い るの は 、証 拠不

　 足 で 信 じ難 い だけ で な く、身長 とい う量 じた

　 い の 「実技的加法可能性 」 の 低 さへ の 配慮を

　欠 く と い う意味か らも、 了解 し難 い もの とい

　 わ な けれ ばな らな い
。

［付記 ］小 泉袈裟勝氏著 『歴史の 中の 単位』
2）

、

　　　　p．144 の フ ラン ス 度制 史談 に、六 ピ エ

　　　　を 「トワ
ーズ 」 また は 「フ ァ ザ ム 」 と

　 　 　 　 い い

　とあ る が、 こ の 「フ ァ ザム 」 は英語 の fathom

すなわ ち 「尋 」の 意 であろ うか。こ の 場合の 「ま

たは 」 が 、　「択
一

」 の 意か 「換言」 の 意か 定か

でない けれ ども 、
い ずれ にせ よ、フ ラ ン ス 系の

トワ
ーズ とイギ リス 系 の フ ァ ザ ム とを併列 し て

い る の だ とすれ ば、本稿 に と っ て は無視 し が た

い 事柄で あ る。氏 は こ の 件 で はイ ギ リス 系文献

に依拠 された よ うな の で 、　「フ ラ ン ス 系 の トワ

ーズ は、近似的な対応 物 と し て イ ギ リ ス 系 の フ

ァ ザ ム に相 当す る」 との 趣 旨を述 べ られ たの で

あ ろ う。ともあれ 、出典の 明記が な い の で 、小

泉氏 の ご活躍 中にお訊 ね し て お きた か っ たが 、

それ を果 たす こ とがで きなか っ た の は 誠に 残 念

で ある。
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　専攻 を異にす る知 己か らの コ メ ン トは、い つ

も新鮮で 貴重 で あ る 。 今後 も多 くの 読者か ら コ

メ ン トを頂き た い と願 っ て い る 。
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　　　 The　Stature　of 　Human　Bodies，
　 　 　 　 the 　Fathom　and 　the 　Toise
−Their　Correlation　realistically 　Reviewed−

　　　　 　Seiji 　TAKATA　 and 　 Kimiyo　KOYANAGI

Abstract ：

　 As　a 　sequel 　to　the 　previous 　report 　by　one
of 　the 　authors （S．　Takata　：　βロノノθ 亡丿in　of 　亡ノ〜θ

功
’
5 亡orfc ∂／ Me　tro／08 γ，　21− 1，　1999，　p．1〜10），

we 　expanded 　the 　discussion　on 　the 　relation

between　the　stature 　of 　human　body　and 　the　unit
‘‘
fathom

”
　，　particularly 　focusing　on 　the

additivity 　of 　quantities ．　　　　In　parallel ，

being　concerned 　in　an 　opinion 　of 　Dr．　Moreau
that 　the 　ancient 　unit 　in　France，　ノヨ 　亡oゴ3 θ，
seems 　to　have　been　derived　from　the 　stature

of 　the 　emperor ，　Charlemagne，　we 　consulted

some 　 twenty 　 dictionaries，　　classical 　 and

modern ，　published 　in　France．　This 　survey

revealed 　the 　historical　importance　of 　this

unit ；　 nevertheless ，　 no 　definite　evidence

supPorting 　this 　Qpinion 　has　been　found　so

far．

Resum6：

　 Ala 　 suite 　du　rapPort 　pr6cedent 　 6crit 　par
un 　des　auteurs 　　（S，　Takata，　Buノノet ゴ刀　of 　the
Historゴo∂1、Ue　tt

¶
o ／ogy ，　21

−1，　1999，　PP．1〜 10），

nous 　avons 　61argi 　notre 　discussion 　sur 　la
relation 　qui 　existe 　entre 　la　taille 　de
rhomme　et 　runit6　　

‘‘
fathom

”
　（　

‘‘
brasse ”

　）

concernant 　 surtout 　lapossibilite 　d
’
addition

de　ces 　quarltit6s．　　Parall61ement，　d’

apres

une 　　opinion 　　de　　M．　Moreau　　par 　　laquelle
l
’
ancienne 　unite 　franqaise　　

‘‘
la　toise

”

semble 　avoir 　6te　deriv6e　de　la　taille 　de
I
’
empereur 　Charlemagne，　nous 　avons 　consulte

une 　vingtaine 　de　dictionnai 「es ，　classiques

et 　modernes ，　 publi6s　 en 　France ．　　　Cette
recherche 　　nous 　　a　　r6v61e 　　rimportance
historique 　de　cette 　unite ；　nous 　n

’
avons

trouve 　pourtant 　aucune 　evidence 　dξfinitive
qui 　puisse 　soutenir 　ladite　opinior1 ，
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